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茨城県商工会女性部連合会
水戸市桜川２丁目２番35号

電話（029）224-2635
FAX（029）226-0955
発行者　櫻  井  　　姚
女性部員数　3,408人

商工女性は今

★物産展
時　　間　ＡＭ 10：00～ＰＭ 19：30
会　　場　県民文化センター
　　　　　「大ホール前ロビー」
出 展 者　商工会女性部
出展品目　各地域の特産品

★福田こうへい オンステージ
時　　間　第１部　14：20 ～ 16：30
　　　　　第２部　17：20 ～ 19：30
会　　場　県民文化センター「大ホール」

問合せ
最寄りの商工会
または茨城県商
工会連合会まで

県商工会女性部連合会（櫻井姚会長）は平成３０年１１月１２日（月）、水戸
市の県民文化センターで創立４０周年記念式典を開く。併せて「茨城レディー
スいきいき物産展」を開催し、県内各地の特産品を一同に集め来場者にＰＲ
する。

福田こうへいオンステージも併せて開催！
昨年の物産展の様子

茨城県商工会女性部連合会創立40周年記念式典
第19回 「茨城レディースいきいき物産展」来る11/12同時開催

主催　茨城県商工会女性部連合会・
　　　県内市町村商工会女性部
後援　茨城県・茨城県商工会連合会

※内容等については、変更となる場合があります。

　
茨
城
県
商
工
会
連
合
会
（
櫻
井
姚
会
長
）
で
は
、
本
年

度
も
、
女
性
部
員
の
資
質
と
女
性
力
の
向
上
を
目
的
し
て
、

「
い
ば
ら
き
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
催
す
る
。

　
本
カ
レ
ッ
ジ
は
、
平
成
８
年
か
ら
実
施
し
た
「
平
成
お

ん
な
大
学
」
か
ら
「
三
燦
学
園
」
と
続
く
女
性
部
独
自
の

研
修
会
の
流
れ
を
汲
み
、
平
成
26
年
度
よ
り
開
催
し
て
お

り
、
本
年
で
５
年
目
と
な
る
。

　
今
回
は
、
第
一
日
目
で
、
ル
ー
ス
・
マ
リ
ー
・
ジ
ャ
ー

マ
ン
氏
（
㈱
ジ
ャ
ー
マ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｃ
Ｅ

Ｏ
）
と
小
西
美
穂
氏
（
キ
ャ
ス
タ
ー
）、
第
二
日
目
で
、

大
谷
將
夫
氏
（
元
タ
カ
ラ
物
流
シ
ス
テ
ム
㈱
会
長
）
と
石

塚
安
代
氏
（
㈱
コ
ン
ダ
ク
ト
代
表
取
締
役
）、第
三
日
目
は
、

斎
田
陽
介
氏
（
㈱
つ
く
ば
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役

社
長
）
と
弦
哲
也
氏
（
作
曲
家
）
が
講
義
を
開
催
す
る
。

　
期
日
は
開
講
式
と
１
日
目
が
８
月
30
日
（
木
）
２
日
目

が
９
月
11
日
（
火
）、
３
日
目
と
修
了
式
が
10
月
２
日
（
火
）

に
開
催
し
、
参
加
者
全
員
が
修
了
証
を
授
受
で
き
る
よ
う
学

習
す
る
。

　
な
お
、
開
催
場
所
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
詳
細
は
左
表
の
と

お
り
。

（敬称略）

月　日 会　場 内　容

８/30
（木）

つくば市
「ホテルグランド東雲」

開講式

「世界に誇れる日本の美点～ 日本的なグローバル化を目指しましょう！
魅力溢れる茨城 インバウンドビジネスは最大のチャンス」
ルース・マリー・ジャーマン（㈱ジャーマン・インターナショナルＣＥＯ）

3秒で心をつかむ「ほんわかコミュニケーション」
小西 美穂（日本テレビキャスター・政治部解説委員）

９/11
（火）

つくば市
「ホテルグランド東雲」

「儲かる会社に変える～大谷流～事業発展のコツ」
大谷 將夫（元タカラ物流システム株式会社社長・会長）

「仕事が変えた私の人生」
石塚 安代（㈱コンダクト代表取締役）

10/2
（火）

つくば市
「つくば国際会議場」

がんばる県内事業者との座談会
「ベンチャービジネスの現況と今後の展望」
斎田 陽介（㈱つくば研究支援センター代表取締役社長）

「ギターが奏でる我が人生」
弦 哲也（作曲家）

閉講式

弦　哲也 氏 小西　美穂 氏 ルース・マリー・ジャーマン 氏

大谷　將夫 氏 石塚　安代 氏 斎田　陽介 氏

記念すべき年を迎えさらなる飛躍を

女
性
力
に
更
な
る
磨
き
を
掛
け
る
！

い
ば
ら
き
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
２
０
１
８
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な
お
、
総
会
後
の
部

員
増
強
運
動
表
彰
式
で

は
、
那
珂
市
、
小
美
玉

市
、牛
久
市
、龍
ケ
崎
市
、

高
萩
市
、
つ
く
ば
み
ら

い
市
、
守
谷
市
の
７
女

性
部
が
表
彰
さ
れ
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
部

員
研
修
会
で
は
、
ウ
ィ

ズ
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社

取
締
役
・「
月
刊
総
務
」

編
集
長
の
豊
田
健
一
氏

を
招
い
て
、「『
楽
し
く
、

り
事
業
を
展
開
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

来
賓
で
は
、
野
澤
勝
・

県
連
専
務
理
事
、
滝
睦

美
・
県
産
業
戦
略
部
中

小
企
業
課
長
が
そ
れ
ぞ

れ
あ
い
さ
つ
。
女
性
部

の
益
々
の
活
躍
に
期
待

と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
で
は
、
櫻

井
姚
（
つ
く
ば
市
）
会

長
が
再
任
さ
れ
、
新

役
員
で
新
た
に
ス
タ
ー

ト
。

儲
け
る
』
～
働
き
方
改

革
、実
現
の
た
め
に
～
」

を
テ
ー
マ
に
、「
会
社

が
存
続
し
、
経
営
環
境

へ
の
変
化
対
応
を
し
て

い
く
た
め
に
は
、
総
務

担
当
者
が
戦
略
総
務
と

し
て
の
気
概
を
持
っ
て

仕
事
を
す
る
こ
と
で
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
、
働
き
方
改
革

の
時
代
を
乗
り
切
る
こ

と
が
で
き
る
。」
と
話

さ
れ
、
参
加
者
２
５
８

本
県
か
ら
小
林
さ
ん
（
五
霞
町
）
が 

最
優
秀
賞
！
～
全
国
大
会
へ
～

～
部
員
研
修
会
も
併
せ
て
開
催

部
員
増
強
運
動
を
表
彰

部
員
増
強
運
動
表
彰

　
本
年
７
月
３
日

（
火
）
神
奈
川
県
大

磯
町
「
大
磯
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
」
を
会
場

　
県
商
工
会
女
性
部
連

合
会
（
櫻
井
姚
会
長
）

は
５
月
15
日
、
平
成
30

年
度
通
常
総
会
を
つ
く

ば
市
で
開
催
し
、
事
業

計
画
・
収
支
予
算
案
な

ど
原
案
通
り
可
決
、
承

認
さ
れ
た
。

　
冒
頭
、
櫻
井
会
長
は

「
商
工
会
を
取
り
巻
く

厳
し
い
状
況
に
負
け
る

こ
と
な
く
女
性
部
員
の

連
携
と
組
織
強
化
を
図

商
工
会
員
１
０
０
０
人
以
上
の
部

最
優
秀
賞
　
那
珂
市
商
工
会
女
性
部

　
　
　
　
　
小
美
玉
市
商
工
会
女
性
部

　
　
　
　
　
牛
久
市
市
商
工
会
女
性
部

優
秀
賞
　
　
龍
ケ
崎
市
商
工
会
女
性
部

商
工
会
員
１
０
０
０
人
未
満
の
部

最
優
秀
賞
　
高
萩
市
商
工
会
女
性
部

優
秀
賞
　
　
つ
く
ば
み
ら
い
市
商
工
会
女
性
部

優
良
賞
　
　
守
谷
市
商
工
会
女
性
部

に
、
女
性
部
員
約
１
，

２
０
０
名
の
参
加
の

下
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

商
工
会
女
性
部
交
流

研
修
会
が

開
催
さ
れ
、

本
県
か
ら

は
１
９
２

名
が
参
加

し
た
。

　
開
会
式

で

は
、

黒

岩
県
知
事

な
ど
来
賓

祝
辞
の
あ

と
、

１

都

１０
県
の
女

性
部
代
表

１１
名

が

主

張
発
表
を

行
っ
た
。

　
本
県
か
ら
は
茨
城

県
大
会
で
最
優
秀
賞

に
輝
い
た
小
林
弥
生

さ
ん
（
五
霞
町
）
が

発
表
し
、『
や
つ
頭
コ

ロ
ッ
ケ
づ
く

り
を
通
し
て

商
工
会
活
動

を
考
え
る
』

と
題
し
て
、

女
性
部
活
動

に
参
加
し
た

こ
と
に
つ
い

て
力
強
く
主

張
し
、
審
査

の
結
果
、
見

事
最
優
秀
賞

の
栄
冠
に
輝

い
た
。

　
優
秀
賞
に
は
星
野

裕
子
さ
ん
（
群
馬
県

片
品
村
）、
優
良
賞

に
青
木
里
美
さ
ん

（
神
奈
川
県
湯
河
原

町
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受

女性部員
研 修 会県女性連合会

講演する豊田健一氏

櫻井会長　再任あいさつ

主張発表する小林さん（五霞町）

講演する甘利明氏

茨城県の熱の入った応援団

茨城県商工会女性部
　　　　　　連合会役員名簿

会
長

櫻
井
　
　
姚

　（
つ
く
ば
市
）

副会長
関根　記代江
　（大洗町）

副会長
阿部　君子
　（行方市）

副会長
宮本　正枝
　（河内町）

常任委員
和田　道代
　（常陸太田市）

副会長
仁平　千鶴子
　（桜川市）

副会長
海老根　静子
　（常陸大宮市）

副会長
飯塚　厚子
　（つくば市）

監査委員
福本　悦子
　（日立市十王）

常任委員
宮本　春江
　（稲敷市）

常任委員
武田　恵子
　（取手市）

常任委員
主藤　美枝子
　（古河市）

常任委員
長島　多美子
　（五霞町）

監査委員
大塚　良江
　（神栖市）

賞
し
た
。

　
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
小
林

さ

ん

は
、

１１

月
６
日
に
兵
庫

県
神
戸
市
で
開

催
さ
れ
る
全
国

大
会
に
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
と

し
て
出
場
す
る
。

　
そ
の
後
、
衆

議
院
議
員
　
甘

利
明
氏
の
基
調

講
演
が
あ
り
、

表
彰
式
の
後
、

閉
会
し
た
。

　
次
年
度
は
新

潟
県
で
開
催
さ

れ
る
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会

名
は
熱
心
に
聞
き
入
っ

た
。

常任委員
飛田　祐子
　（那珂市）

常任委員
宮川　綾子
　（小美玉市）

常任委員
谷田部　信子
　（石岡市八郷）

常任委員
高橋　和子
　（茨城町）

常任委員
菅谷　静枝
　（潮来市）

常任委員
前田　とよ
　（鉾田市）

常任委員
中山　八重子
　（土浦市新治）
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平
成
29
年
12
月
オ
ー
プ
ン
。
笠
間
稲
荷

門
前
通
り
の
「
き
む
ら
や
」
と
、
裏
通
り

の
「
か
る
に
え
」
の
あ
い
だ
に
あ
り
ま
す
。

笠
間
に
い
ら
し
た
ら
、
特
産
の
栗
が
た
っ

ぷ
り
入
っ
た
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
「
か
さ
ま

シ
ュ
ー

く
り
」

を
ど
う

ぞ
！

　
ボ
ル
テ
ッ
ク
ス
は
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
友

部
駅
よ
り
徒
歩
５
分
の
駅
近
に
あ
り
、
東

京
五
輪
の
正
式
種
目
に
も
認
定
さ
れ
、
注

目
を
浴
び
て
い
る
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
を
楽
し

む
施
設
で
す
。
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
は
、
約
４

ｍ
の
壁
一
面
に
設
置
さ
れ
た
カ
ラ
フ
ル
な

石（
ホ
ー
ル
ド
）を
使
い
壁
を
登
る
ス
ポ
ー

ツ
で
、
大
人
も
、
子
ど
も
も
一
緒
に
楽
し

く
頭
と
体
と
心
を
鍛
え
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
、
初

め
て
の
方
で
も
出
来
る
よ
う
登
り
方
の
コ

ツ
や
マ
ナ
ー
、
楽
し
み
方
な
ど
教
え
て
い

ま
す
。

菓
子
工
房　

福

笠
間
雪
み
る
く

ao_roc.clim
bing (

ア
オ
ロ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ジ
ム

　
　
　
　

ボ
ル
テ
ッ
ク
ス

　
当
店
は
、「
ふ
わ
ふ
わ
！
お
い
し
い
！
か

わ
い
い
！
」
か
き
氷
を
ご
提
供
し
て
お
り
ま

す
。
旬
の
果
物
や
野
菜
を
使
っ
た
か
き
氷

や
、
七
輪
で
じ
っ
く
り
煮
た
自
家
製
あ
ず
き

を
使
っ
た
か
き
氷
が
大
人
気
。
秋
に
は
笠
間

の
栗
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
も
出
し
て
お
り
、

「
栗
ま
つ
り
」
に
も
毎
年
出
店
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
か
ら
通
年
営
業
致
し
ま
す
の
で
、

冬
で
も
か
き

氷
は
勿
論
、

旬
の
美
味
し

い
フ
ル
ー
ツ

を
使
っ
た
パ

フ
ェ
な
ど
を

ご
提
供
し
て

い
く
予
定
で

す
。
是
非
一

度
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い

ま
せ
。

　
今
年
の
２
月
鹿
嶋
市
に
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ジ
ム
が
出
来
た
と
聞

き
、
早
速
経
営
者
の
三
枝
さ
ん
に
連
絡
を
し
、
中
を
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
を
ご
存
知
で
す
か
？
近
年
、
競
技
者
が
増
え
、
２
０
２
０
年
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
競
技
種
目
の
一
つ
で
あ
り
、
来
年
の

茨
城
国
体
で
は
、
鉾
田
市
が
競
技
会
場
と
な
り
ま
す
。
こ
の
鹿

嶋
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ジ
ム
で
は
、
連
日
小
学
生
か
ら
70
歳
を
過
ぎ

た
高
齢
者
ま
で
の
多
く
の
人
達
が
厳
し
い
壁
面
に
向
か
っ
て
楽

し
み
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
野
口

啓
代
、
楢
崎
智
亜
の
お
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

二
人
と
も
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
り
、
野

口
選
手
は
、
茨
城
県
人
で
す
。
二
人
と
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ

ダ
ル
の
有
力
選
手
で
、
期
待
の
星
で
す
。
益
々
応
援
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
社
長
さ
ん
に
は
、
今
後
も
鹿
嶋
の
貴
重
な

ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
、
選
手
等
の
育
成
に
期
待
す
る
事
を
伝

え
る
と
共
に
、
地
域
へ
の
よ
り
一
層
の
広
が
り
を
作
る
た
め
に

も
、
商
工
会
に
加
入
し
て
頂
き
私
た
ち
と
共
に
活
動
す
る
こ
と

へ
の
了
解
を
頂
き
ま
し
た
。

ジ
ム
の
方
に
は
、
体
一
つ
で

行
け
ば
全
て
レ
ン
タ
ル
で
き

ま
す
。
私
達
女
性
部
も
、
挑

戦
し
な
が
ら
応
援
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。

 

（
眞
中
　
ミ
ヨ
子
・
大
塚
　

良
江
　
記
）

カ
ラ
オ
ケ
・
ス
タ
ジ
オ
謳
歌

　
皆
様
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
又
楽
し
み
の

館
と
し
て
、
今
年
の
一
月
カ
ラ
オ
ケ
ス
タ
ジ

オ
「
謳
歌
」
を
オ
ー
プ
ン
致
し
ま
し
た
。

　
最
新
機
種
の
ラ
イ
ブ
ダ
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
を

設
置
。
遠
方
よ
り
足
を
運
ん
で
頂
い
て
お
り

ま
す
。
歌
に
よ
っ
て
輪
を
広
げ
、
人
に
よ
っ

て
元
気
を
貰
う
。“
生
涯
青
春
”
の
気
持
を

忘
れ
ず
、

有
意
義
な

人
生
を
謳

歌
し
て
頂

き
た
い
と

思

い

ま

す
。

県
北
ブ
ロ
ッ
ク

中
央
ブ
ロ
ッ
ク

鹿
行
ブ
ロ
ッ
ク

笠間市八雲二丁目６－２
☎0296－71－4211

鹿嶋市宮津台4752－10
☎0299－88－1272

東茨城郡茨城町前田1065－1
スタジオ専用電話
☎090－9850－4891

(

大
関
　
三
枝
子
　
記)

笠間市上郷1162
☎080－3724－1162
　 (予約優先:前日までの電話予約は

17時～20時に)

笠間市笠間1351－2
☎0296－71－6005

仲間に入れて～！！
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Ｏ
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Ｏ　

Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｎ

P
atisserie O

dile

C
A

FÉ S
O

R
A

だ
ん
ご
の
や
ま
だ

S
w

eets　
hom

e　

iroha

　
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
、
み
ら
い
平
駅
か
ら
徒
歩
５
分
。
地
元
住
民
御
用
達
、

か
わ
い
ら
し
い
外
観
の
洋
菓
子
屋
さ
ん『sw

eets  hom
e iroha

』を
ご
紹
介
し
ま
す
。

オ
ー
ナ
ー
の
鈴
木
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
１
、
お
店
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

元
々
働
い
て
い
た
洋
菓
子
店
で
10
年
ほ
ど
修
行
を
積
み
、
35
歳
の
時
に
環
境
の
変

化
も
あ
り
、
自
分
の
店
を
持
つ
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

Ｑ
２
、
お
店
の
名
前
『iroha

』
の
由
来
は
？

す
ぐ
に
覚
え
て
も
ら
え
る
よ
う
な
店
名
を
考
え
ま
し
た
。
洋
菓
子
店
の
雰
囲
気
を

考
え
て
ロ
ー
マ
字
に
。
誕
生
日
ケ
ー
キ
の
注
文
を
受
け
る
際
に
、
お
子
様
の
名
前

で
「
い
ろ
は
ち
ゃ
ん
」
が
い
て
、店
の
名
前
と
同
じ
で
す
ね
、と
会
話
が
弾
み
ま
す
。

Ｑ
３
、
な
ぜ
、
み
ら
い
平
に
出
店
を
考
え
た
の
か
？

今
で
は
み
ら
い
平
周
辺
は
い
ろ
い
ろ
な
お
店
が
あ
り
ま
す
が
、
私
が
店
を
出
し
た

当
時
は
駅
前
に
あ
ま
り
店
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
自
分
の
店
も
一
緒

に
成
長
で
き
る
場
所
だ
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
の
住
み
た
い
街
に
店
を
出
そ
う
と

考
え
て
い
た
の
で
、
み
ら
い
平
な
ら
、
と
思
い
出
店
し
ま
し
た
。

Ｑ
４
、
お
店
は
ご
家
族
で
営
業
？

夫
婦
と
従
業
員
数
名
で
切
り
盛
り
し
て
い
ま
す
。
私
が
菓
子
製
造
で
、
妻
が
レ
ジ

等
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

店
内
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
妻
が
考
え

て
い
ま
す
。
少
人
数
で
忙
し
い
で
す
が
、
精
一
杯
を

尽
く
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
５
、�

こ
だ
わ
り
の
商
品
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

当
店
こ
だ
わ
り
は
『
い
ろ
は
の
プ
リ
ン
』
で
す
。
卵

に
栃
木
県
の
那
須
御
養
卵
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

甘
味
が
強
く
、
味
の
濃
い
卵
黄
な
の
で
、
コ
ク
が
あ

る
な
め
ら
か
な
味
わ
い
が
出
ま
す
。

Ｑ
６
、
日
々
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？

衛
生
面
と
、
毎
回
同
じ
も
の
が
出
せ
る
よ
う
、
味
が

ぶ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

Ｑ
7
、�

お
店
の
前
に
５
周
年
の
看
板
が
あ
り

ま
し
た
が
、
な
に
か
イ
ベ
ン
ト
を
？

７
月
に
期
間
限
定
で
、
３
種
類
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
を

販
売
し
ま
し
た
。
５
年
と
節
目
の
年
な
の
で
、
気
を

引
き
締
め
て
よ
り
一
層
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ｑ
８
、
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

近
く
に
来
た
際
に
は
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
取
材
を
快
く
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
鈴
木
さ

ん
、
物
腰
が
柔
ら
か
く
、
笑
顔
の
素
敵
な
ご
主
人
で

し
た
。

　
取
材
は
７
月
で
し
た
が
、
店
内
に
は
ヒ
マ
ワ
リ
の

花
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
あ
り
、
中
は
お

菓
子
の
詰
め
合
わ
せ
で
し
た
。
季
節
感
を
感
じ
ら
れ

る
す
て
き
な
空
間
で
す
。
こ
だ
わ
り
商
品
の
プ
リ
ン

を
頂
き
ま
し
た
が
、
ほ
ど
よ
い
甘
さ
で
、
と
て
も
美

味
し
か
っ
た
で
す
。
み
ら
い
平
駅
近
く
、『sw

eets  

hom
e iroha

』
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
飯
塚
　
け
い
子
　
記
）

　

♡ 

小
さ
な
可
愛
い
パ
ン
屋
さ
ん 

♡

　
利
根
町
か
ら
、
売
り
場
面
積
わ
ず
か
３
坪

の
小
さ
な
パ
ン
屋
さ
ん
、「
オ
ノ
・
パ
ン
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
店
主
の
酒
井
克
巳
さ
ん
・
由
佳
さ
ん
は
、

地
元
利
根
町
で
パ
ン
屋
さ
ん
を
開
く
事
が
夢

で
し
た
。
若
い
お
二
人
は
、
夢
を
実
現
さ
せ

る
為
開
店
を
目
指
し
ま
し
た
。
安
心
・
安
全

の
素
材
を
生
か
し
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
レ
ー
ズ

ン
酵
母
種
を
使
用
し
、
小
麦
粉
は
北
海
道
産
、

砂
糖
も
き
び
砂
糖
と
こ
だ
わ
っ
て
、
日
々
研

究
を
重
ね
て
理
想
の
パ
ン
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
開
店
は
２
０
１
５
年
２
月
と
決
め
、

お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
事
を
祈
っ
て

…
。
そ
の
後
、
こ
だ
わ
り
の
パ
ン
を
求
め
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
、
時
に
は
、
開
店
か
ら
わ
ず
か
な
時
間
で
す
べ
て
の
パ
ン
が
売
切
れ
に
な
る

事
も
あ
る
そ
う
で
す
。
優
し
い
笑
顔
で
接
客
す
る
姿
に
は
ホ
ッ
と
し
ま
す
。
小

さ
な
可
愛
い
パ
ン
屋
さ
ん
「
オ
ノ
・
パ
ン
」
は
、
こ
れ
か
ら
も
美
味
し
さ
を
追

求
し
更
な
る
努
力
を
重
ね
て
生
ま
れ
育
っ
た
利
根
町
に
貢
献
し
た
い
と
張
り

切
っ
て
い
ま
す
。 

（
武
藤
　
美
知
子
　
記
）

　

開
店
し
て
半
年
後
の
大
水
害
か
ら
の
復
活

　
常
総
市
の
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
オ
デ
ィ
ー
ル
さ
ん
は
、
以
前
豊
島
区
で
ご
両
親
と
ケ
ー
キ

店
を
経
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
道
路
拡
幅
計
画
で
改
築
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
を
機

会
に
当
地
を
探
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
二
〇
一
五
年
三
月
に
開
店
、
徐
々
に
軌
道
に
乗
る
か
に

見
え
た
九
月
、
あ
の
大
水
害
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
を
始
め
行
政
等
の
援
助
で
、

今
日
こ
の
よ
う
に
営
業
が
で
き
ま
す
事
は
本
当
に
有
難
い

で
す
。
と
シ
ェ
フ
、
奥
様
も
ご
苦
労
は
笑
顔
に
変
わ
っ
て

輝
い
て
い
ま
し
た
。
お
店
は
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
シ
ェ

フ
の
こ
だ
わ
り
の
ケ
ー
キ
が
並
び
、
ア
ン
ジ
ュ
と
い
う
お
子

様
の
名
前
を
つ
け
た
、
複
雑
な
お
味
の
ケ
ー
キ
が
一
押
し

で
す
と
の
事
。

　
常
総
市
は
都
会
に
ご
く
近
い
田
舎
で
卵
や
イ
チ
ゴ
一
つ

と
っ
て
も
、
作
る
人
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
味
を
持
っ

て
い
る
の
で
す
よ
。
と
の
シ
ェ
フ
の
お
話
に
地
元
に
慣
れ

す
ぎ
、
良
さ
を
見
過
ご
し
て
い
る
自
分
を
猛
省
し
、
商
工

会
女
性
部
の
広
報
と
し
て
、
地
方
の
良
さ
を
、
ド
ン
ド
ン

発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

 

（
染
谷
　
悦
子
　
記
）

　

農
業
か
ら
の
華
麗
な
る
転
身

　
筑
西
市
に
あ
る
、
カ
フ
ェ
ソ
ラ
さ
ん
は
、
井
上
さ
つ
ま
作
り
名
人
の
義
父
様
が
亡
く

な
ら
れ
た
後
、
オ
ー
ナ
ー
様
が
大
の
犬
好
き
で
あ
っ
た
た
め
、
喫
茶
部
門
を
併
設
し
て

始
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
筑
西
市
商
工
会
女
性
部
の
格
好
の
会
議
場
所
と
し
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
こ
の
度
女
性
部
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
ト
マ
ト
の
ス
ム
ー
ジ
ー
を
メ
ニ
ュ
ー
表
に
見
て
、
興
味
津
々
ご
馳
走
に
な
り
ま
し

た
。
甘
い
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
ト
マ
ト
が
ど
の
様
に
合
う
の
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
氷

の
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
が
作
る
さ
っ
ぱ
り
感
が
甘
さ
を
程
よ
く
抑
え
て
暑
い
日
に
よ
く
合
う

お
い
し
さ
で
し
た
。

　
青
々
と
し
た
芝
生
の
ラ
ン
の
向
こ
う
に

筑
波
山
も
見
え
、
東
京
方
面
か
ら
の
お
客

様
も
増
え
て
、
店
内
も
コ
ー
ヒ
ー
の
麻
袋

が
ポ
イ
ン
ト
の
イ
ン
テ
リ
ア
と
な
っ
て
、

お
陰
様
で
開
店
か
ら
ず
っ
と
好
調
で
す
と

の
お
話
に
も
頷
け
ま
し
た
。
ち
な
み
に
美

味
し
い
サ
ザ
コ
ー
ヒ
ー
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
地
元
女
性
部
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
推

薦
で
し
た
。 

（
染
谷
　
悦
子
　
記
）

　
阿
見
町
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
米
の
ま
ま
蒸
し
て
つ
ぶ
し
、

丁
寧
に
練
り
上
げ
る
独
自
の
製
法
で
作
っ
た
、
お
米
の
香

り
と
甘
み
が
味
わ
え
る
お
だ
ん
ご
で
人
気
の
お
店
「
だ
ん

ご
の
や
ま
だ
」
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
店
主
山
田
さ
ん

自
慢
の
も
っ
ち
り
と
し
た
食
感
の
お
だ
ん
ご
は
定
番
の
串

だ
ん
ご
や
黒
み
つ
き
な
粉
、
つ
ぶ
あ
ん
ぜ
ん
ざ
い
な
ど

カ
ッ
プ
入
り
の
お
だ
ん
ご
も
あ
り
種
類
豊
富
。
毎
年
商
工

会
で
主
催
し
て
い
る
「
阿
見
産
い
ち
ご
」
や
「
阿
見
グ
リ
ー

ン
メ
ロ
ン
」の
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

季
節
の
フ
ル
ー
ツ
を
添
え
た
カ
ッ
プ
だ
ん
ご
も
目
を
引
き

ま
す
。
奥
さ
ん
の
に
こ
や
か
な
接
客
の
も
と
、
お
持
ち
帰

り
は
も
ち
ろ
ん
、
店
内
で
も
味
わ
う
こ
と
が
出
来
る
お
店

で
す
。
添
加
物
は
一
切
使
わ
ず
そ
の
日
の
分
の
み
作
る
た

め
、夕
方
前
に
は
売
り
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
。

前
日
ま
で
の
予
約
も
で
き
る
の
で
、
最
寄
り
の
際
は
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

 

（
野
口
　
テ
ル
子
　
記
）

新
筑
ブ
ロ
ッ
ク

県
南
ブ
ロ
ッ
ク

県
西
ブ
ロ
ッ
ク

常総市水海道諏訪町3224－７
☎0297－44－9705

筑西市井上1216－８
　☎0296－37－6579

北相馬郡利根町布川2828－５
☎0297－86－6233

稲敷郡阿見町うずら野4－26－6
☎029－842－0162

つくばみらい市陽光台１－18－５　ＴＥＬ／ＦＡＸ　0297－58－1680
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那
珂
市
の
国

道
３
４
９
号
線

沿
い
に
あ
る‘
ヒ

マ
ワ
リ
ノ
オ
カ
’

は
、
８
年
前
に

オ
ー
プ
ン
し
た

お
店
で
す
。

　
店
の
責
任
者

で
あ
る
古
谷
裕
子
さ

ん
は
、
明
る
く
気
さ

く
な
方
で
、
忙
し
い

中
お
邪
魔
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
丁
寧
に

対
応
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
ご
主
人
の
実
家
が

孵
卵
所
を
経
営
し
て

お
り
、
そ
の
卵
を
使
っ

た
お
店
を
開
い
て
み

た
い
と
い
う
お
義
父

さ
ん
の
発
案
で
オ
ー

プ
ン
す
る
こ
と
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
店
内
は
、
新
鮮
な

卵
を
使
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
が
並
ん
で

お
り
、
日
替
わ
り
で

プ
レ
ー
ン
や
チ
ョ
コ

チ
ッ
プ
、
コ
ー
ヒ
ー

な
ど
の
味
が
楽
し
め

る
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

ぎ
　
う
女
川
」
の
女

将
、
清
水
玲
子
さ
ん
。

　
元
々
、
涸
沼
川
で

獲
れ
る
し
じ
み
や
う

な
ぎ
の
卸
売
業
を
営

ん
で
い
ま
し
た
が
、

涸
沼
川
で
獲
れ
る
美

味
し
い
う
な
ぎ
や
し

じ
み
を
直
接
お
客
様

に
提
供
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
平
成
６

年
に
開
業
。

　
お
店
の
自
慢
は
、

注
文
が
入
っ
て
か
ら

焼
き
上
げ
る
「
う
な

重
」
や
、
地
元
で
も

珍
し
い
「
う
な
ぎ
釜

め
し
」、「
し
じ
み
釜

め
し
」。
ま
た
、
自

家
ハ
ウ
ス
で
栽
培
し

て
い
る
採
れ
た
て
野

菜
を
使
用
し
た
料
理

も
自
慢
の
一
品
。

　
玲
子
さ
ん
は
、

　「
い
つ
も
食

べ
て
い
る
う
な

ぎ
と
し
じ
み
汁

の
お
か
げ
で
夏

バ
テ
知
ら
ず
な

ん
で
す
。」
と

笑
顔
で
話
す
の

は
、
水
戸
市
島

田
町
に
あ
る
「
う
な

ホ
ー
ル
は
も
ち
ろ

ん
、
職
人
で
も
難
し

い
う
な
ぎ
の
「
焼
き
」

も
担
当
す
る
な
ど
お

店
に
は
欠
か
せ
な
い

存
在
。

や
、
濃
厚
な
プ
リ

ン
、
温
め
て
食
べ
る

と
お
い
し
い
エ
ッ
グ

タ
ル
ト
な
ど
。
そ
の

他
に
も
那
珂
市
の
特

産
品
ブ
ラ
ン
ド
に
認

定
さ
れ
て
い
る
平
飼

い
で
ひ
よ
こ
か
ら
丹

念
に
育
て
ら
れ
た
鶏

の
卵
『
ひ
ま
わ
り
っ

　『
地
元
の
街
で
一
所
懸

命
』
を
旗
印
に
快
適
で
健

康
な
家
づ
く
り
を
し
て
お

り
ま
す
。
創
業
１
０
０
年

を
超
え
る
材
木
商
の
４
代

目
か
ら
建
築
部
門
を
独
立

し
、
現
在
は
住
ま
う
人
が

主
人
公
の
健
康
で
快
適
な

『
世
界
に
ひ
と
つ
の
家
づ

く
り
』を
担
っ
て
い
ま
す
。

我
が
社
の
強
み
は
顔
が
わ

か
る
メ
ン
バ
ー
で
家
づ
く

り
を
担
当
し
て
い
る
こ

と
。
社
員
の
み
な
ら
ず
携

わ
る
職
人
さ
ん
は
す
べ
て

顔
が
わ
か
る
メ
ン
バ
ー
で

す
。
お
客
様
の
大
事
な
財

産
で
あ
る
家
づ
く
り
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

地
元
の
街
で
い
た
だ
く
信

用
と
信
頼
の
証
で
あ
る
と

自
負
し
て
い
ま
す
。
ま
た

街
の
活
性
化
に
繋
が
れ
ば

と
始
め
た
『
お
客
様
大
感

謝
祭
』
や
毎
月
開
催
し
て

い
る
体
験
教
室
や
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
で
新
し
い
ご
縁
も

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
地

元
の
街
取
手
の
魅
力
を
発

信
し
、
住
み
替
え
フ
ァ
ミ

　
五
霞
町
の
広
い
田
園

の
中
、
静
か
に
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
の
あ
る
お

店
“
一
ふ
じ
”
さ
ん
。

　
地
元
に
愛
さ
れ
る
お

蕎
麦
屋
さ
ん
で
す
。

　
家
族
で
経
営
し
て
い

て
、
シ
ャ
イ
で
優
し
さ

を
感
じ
る
店
長
と
、
し

っ
か
り
も
の
で
美
人
の

若
女
将
。

　
ま
た
、
お
父
様
は
バ

ス
の
送
迎
を
、
お
母
様

は
「
茶
碗
蒸
し
や
煮
物

は
、
ま
だ
ま
だ
若
女
将

に
は
任
せ
ら
れ
な
い
」

と
、
若
夫
婦
に
協
力
す

る
と
い
う
抜
群
の
バ
ラ

ン
ス
で
切
り
盛
り
し
て

い
ま
し
た
。

　
お
昼
は
せ
い
ろ
蕎
麦

や
鴨
汁
が
人
気
メ
ニ
ュ

ー
で
、
夜
の
宴
会
で
は

地
元
そ
ば
粉
を
使
っ
た

　
ご
来
店
の
際
は
、

女
将
さ
ん
が
焼
く
自

慢
の
「
う
な
ぎ
の
蒲

焼
」
を
是
非
ご
賞
味

下
さ
い
。

（
髙
橋
　
喜
代
美
　
記
）

焼
酎
と
締
め
の
蕎
麦
で

決
ま
り
で
す
。

　
先
日
は
、
地
元
の
80
歳

に
な
る
お
客
様
の
同
窓
会

が
あ
っ
た
そ
う
で
、「
皆

さ
ん
元
気
で
、
昼
か
ら
飲

ん
で
歌
っ
て
楽
し
ん
で
い

た
」
と
、
嬉
し
そ
う
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
気
取
ら
な
い
素
敵
な

若
女
将
の
人
気
が
伺
え

ま
す
。

　
今
は
大
変
忙
し
く
お

リ
ー
の
応
援
団
に
な
り
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
取
材
で
お
伺
い
し
た

時
、
温
か
み
の
あ
る
笑
顔

で
こ
う
話
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。

（
武
藤
　
美
知
子
　
記
）

そば処　一ふじ
〒 306-0313　猿島郡五霞町元栗橋 1431-3

ＴＥＬ：0280-84-3228

こ
』
も
販
売
し
て
い

ま
す
。

　
店
内
の
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
も
カ
ワ
イ
く
、

や
さ
し
い
雰
囲
気
の

中
で
、
裕
子
さ
ん
や

従
業
員
の
方
々
の
笑

顔
が
素
敵
な
お
店
で

し
た
。

（
笹
嶋
　
恵
津
子
　
記
）

休
み
も
と
れ
な
い
そ
う

で
す
が
、
そ
れ
で
も
、

お
休
み
が
出
来
た
ら
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
出
か
け

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い

る
そ
う
で
、
可
愛
い
５

歳
の
優
し
い
マ
マ
の
顔

も
感
じ
ま
し
た
。

　
私
も
、
次
回
は
、
ゆ

っ
く
り
外
を
眺
め
な
が

ら
出
来
立
て
の
お
蕎
麦

を
す
す
り
た
い
で
す
。

（
北
村
　
広
美
　
記
）

張り切り
美　　人
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歌
謡
シ
ョ
ー
・
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
・
花
火

等
々
た
く
さ
ん
の
出
し

物
、
そ
し
て
小
美
玉
バ

ザ
ー
ル
。
た
く
さ
ん
の

企
業
や
団
体
が
出
店
す
る

中
、
私
た
ち
小
美
玉
市
商

工
会
女
性
部
も
毎
年
出
店

参
加
を
し
て
い
ま
す
。

　
催
事
内
容
は
女
性
部
伝

統
の
焼
き
そ
ば
の

販
売
と
麦
茶
の
無

料
サ
ー
ビ
ス
。
大

き
な
鉄
板
を
囲

み
、
汗
だ
く
に
な

り
な
が
ら
焼
き
そ

ば
を
焼
き
販
売
し

ま
す
。
大
勢
の
人

が
集
ま
る
「
ふ
る

さ
と
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
」
は
地
域
交

流
の
場
と
な
り
、

ま
た
部
員
同
士
の

絆
を
深
め
る
場
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
が

終
わ
る
と
恒
例
の
一
泊
二

日
の
視
察
研
修
、
体

力
づ
く
り
の
ボ
ー
リ

ン
グ
大
会
と
部
員
交

流
会
、
空
の
え
き
そ
・

ら
・
ら
で
行
わ
れ
る

お
み
た
ま
産
業
ま
つ

り
へ
の
参
加
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
講
習
会
、
講
演
会

と
事
業
が
目
白
押
し

で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
様
々

な
事
業
を
通
し
て
私

た
ち
は
一
丸
と
な
り

更
に
魅
力
あ
る
女
性
部
を

目
指
し
、
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。（

宮
川
　
綾
子
　
記
）

　
毎
年
10
月
の
第
２
土
・

日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る

「
古
河
関
東
ド
・
マ
ン
ナ
カ

祭
り
」
は
県
西
地
区
最
大

規
模
と
も
い
え
る
ほ
ど
、

古
河
市
の
神
輿
・
お
囃
子

が
集
結
し
、
出
店
事
業
者

１
３
７
社
、
来
場
者
13
万

人
と
盛
大
な
お
祭
り
で

す
。
そ
こ
で
、
当
女
性
部

は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や
フ

ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
を
販
売
し

ま
す
が
、
お
客
様
の
列
が

途
切
れ
な
い

ほ
ど
大
忙
し
。

女
性
部
員
延

べ
40
名
か
ら

の
お
手
伝
い

で
テ
ン
ト
の

中
は
い
つ
も

大
賑
わ
い
で

す
。
今
年
も

元
気
に
女
性

部
を
Ｐ
Ｒ
し
、

地
域
振
興
に

協
力
し
て
参

り
ま
す
の
で
、

皆
様
も
是
非
一
度
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
毎
年
敬
老
の
日

に
は
地
元
会
場
で
女
性
部

員
に
よ
る
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
を
披
露
し
、
皆
様
を
元

気
づ
け
大
変
喜
ば
れ
て
い

ま
す
の
で
、
今
年
も
福
祉

活
動
に
力
を
入
れ
て
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

≪

古
河
市
商
工
会
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

〝
こ
が
ぼ
っ
ち
ゃ
ん
”
を
ご

存
知
で
す
か
？

　
今
や
地
元
で
大
人
気
で

す
。≫（

主
藤
　
美
枝
子
　
記
）

　
私
達
は
地
域

貢
献
の
一
環
と
し

て
、
北
茨
城
市
に

車
椅
子
を
寄
贈
す

る
事
業
を
20
年
前

か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
超
高
齢

化
社
会
が
進
む

中
、
私
達
も
社
会

と
同
様
に
年
を
重

ね
、
近
頃
で
は
車

椅
子
を
〝
贈
る
側
”

か
ら
〝
必
要
と
す
る
側
”

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
病
気
や
怪
我
に
よ
り
、

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
部

員
や
そ
の
ご
家
族
を
目
の

当
た
り
に
す
る
事
が
あ
り

ま
し
た
。
以
来
、「
皆
が

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る

為
に
、
何
か
で
き
な
い

か
。」
と
考
え
る
様
に
な

り
ま
し
た
。
思
案
の
末
、

高
齢
者
の
介
護
予
防
を
目

的
と
し
た
「
シ
ル
バ
ー
リ

ハ
ビ
リ
体
操
」
に
辿
り
着

き
、商
工
会
館
を
会
場
に
、

毎
月
２
回
の
健
康
体
操
を

行
う
事
に
し
ま
し
た
。

　
開
始
当
初
は
、
緩
や
か

な
体
操
に
「
本
当
に
効

く
の
？
」
と
思
う

事
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
、
２
年
経
っ

た
現
在
、
参
加
者

か
ら
「
躓

つ

ま

ず

い
た
り

転
倒
す
る
回
数
が

減
っ
た
」
と
い
う

声
を
聞
き
、
そ
の

効
果
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
体
操
事

業
を
続
け
、
皆
が

生
涯
元
気
に
過
ご

せ
る
日
々
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

（
藤
田
　
孝
子
　
記
）

「
健
康
体
操
で
、
い
つ
ま
で
も
元
気
を
目
指
す
」

北
茨
城
市
商
工
会
女
性
部

小美玉市商工会女性部

県下最大級の踊りの輪！夏の一大イベント
「小美玉市ふるさとふれあいまつり」

　
い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー
は

部
員
の
資
質
向
上
を
目
的

と
し
て
平
成
20
年
12
月
に

立
ち
上
げ
た
事
業
で
す
。

　
健
康
、
相
続
、
老
後
等

私
た
ち
を
取
り
巻
く
身
近

な
問
題
を
テ
ー
マ
し
た
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
、
み
ん
な

で
楽
し
め
る
観
劇
、
コ
ン

サ
ー
ト
、
日
帰
り
バ
ス
ツ

ア
ー
な
ど
企
画

し
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
今
回

の
第

47
回
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、

「
料
理
教
室
・

美
味
し
く
食

べ
て
骨
粗
し
ょ

う
症
予
防
」
の

テ
ー
マ
で
管
理

栄
養
士
の
先

生
か
ら
、
食
材

に
含
ま
れ
る

栄
養
成
分
の
話
を
聞
き
、

骨
粗
し
ょ
う
症
に
有
効
な

食
材
を
使
っ
て
パ
エ
リ
ア

等

４
品
を
作
り
上
げ
ま

し
た
。
食
事
は
、
み
ん
な

で
美
味
し
く
頂
き

楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
、
部
員
間
の

絆
も
深
ま
り
ま
し

た
。
今
年
度
は「
認

知
症
に
つ
い
て
学

ぼ
う
」「
介
護
・
医

療
セ
ミ
ナ
ー
」「
女

性
の
目
線
か
ら
見

た
防
災
に
つ
い
て

学
ぼ
う
」
の
３
回

を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
部
員
が
楽
し
く
参
加
で

き
る
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し

て
開
催
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
相
良
　
志
津
子
　
記
）

守谷市商工会女性部
女性部いきいきセミナーを開催

　
私
た
ち
女

性
部
は
、
養

護
老
人
ホ
ー

ム「
滴
翆
苑
」

へ
の
慰
問
を

二
十
五
年
位

続
け
て
い
ま

す
。
フ
ラ
ダ

ン
ス
や
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
の

演
芸
披
露
、

ま
た
、
歌
い

な
が
ら
手
拍
子
を
し
た
り

体
を
動
か
す
遊
び
は
、
皆

夢
中
に
な
り
顔
が
ど
ん
ど

ん
明
る
く
な
っ
て
楽
し
ん

で
い
る
の
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
一
体
感
が
あ
り
私
達

も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
身
近
な
施
設

で
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
と
し

て
、
商
工
会
の
県
道
側
敷

地
内
の
花
壇
に
季
節
の
花

を
植
え
地
域
の
方
々
に
楽

し
ん
で
も
ら
い
ま
し
ょ
う

と
い
う
こ
と
で
整
備
を
は

じ
め
て
四
年
目
と
な
り
、

昨
年
は
、
土
浦
市

か
ら
優
良
賞
を
頂

き
ま
し
た
。
今
年

は
、
優
秀
賞
を
め

ざ
し
、
花
の
植
え

方
を
工
夫
し
た
り

三
人
一
組
に
な
っ

て
、
除
草
や
水
や

り
な
ど
協
力
し
て

頑
張
っ
て
い
ま

す
。
秋
に
は
、
全

員
体
制
で
部
員
増

強
に
力
を
入
れ
取

り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
月
岡
　
春
美
　
記
）

　
六
月
の

あ
や
め
祭

り
期
間
中

に
、
潮
来

市
商
工
会

女
性
部
は

１
ケ
月
間

あ
や
め
園

の
売
店
の

運
営
を
し

て
お
り
ま

す
。
今
年
も
潮
来
の
特
産

物
や
部
員
の
手
作
り
の
あ

や
め
ク
ラ
フ
ト
の
花
、
潮

来
産
の
い
ち
ご
を
使
っ
た

い
ち
ご
ジ
ェ
ラ
ー
ト
、
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
、
炭
で
焼

い
た
お
餅
等
を
販
売
し
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
商

工
会
女
性
部
の
活
動
の
中

心
的
な
事
業
で
、
総
勢

三
十
名
の
部
員
が
活
動
に

参
加
し
ま
し
た
。
お
客

様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
一
同
努
力
し
て
い
ま

す
が
、
長
期
間
の
自
主
運

営
を
円
滑
に
し
て
い
く
こ

と
は
、
難
し
く
今

後
の
課
題
と
な
っ

て

い

ま

す
。
ま

た
、
恒
例
の
活
動

以
外
に
も
、
部
員

で
意
見
を
出
し
合

い
新
た
な
社
会
貢

献
事
業
や
自
己
研

鑚
に
挑
戦
し
た
い

と
思
っ
て
、
部
員

一
丸
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。

（
桂
　
京
子
　
記
）

一
番
賑
わ
い
部
員
が
結
束
す
る　

あ
や
め
祭
り

地
域
振
興
で
女
性
部
を
Ｐ
Ｒ

潮
来
市
商
工
会
女
性
部

古
河
市
商
工
会
女
性
部

地
域
と
と
も
に
元
気
を
発
信

土
浦
市
新
治
商
工
会
女
性
部

～女性部が目指すもの～




